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農業害虫 お よ び天敵昆虫等の薬剤感受性検定 マ ニ ュ ア ル (27)

果 樹 害 虫
. . ミ カ ン サ ビ ダ

た
大阪府立農林技術セ ン タ 一 回 中 寛

I 薬剤抵抗性の概況

ミ カ ン サ ピ ダニ (Aωlops μlekaぉi (KElFER) ) は 1904

年 に 愛緩県 で初 め て 発生 し ( 当 初 は 象皮病 と さ れ た ) ， 

そ の後 1910 年代 に 日 本 の カ ン キ ツ 産地 に 急速 に 広 が っ

た (関， 1979) 。 本種 に対 し て は 石灰硫黄合剤が有効で，

長 ら く こ れが使用 さ れた が， 1950 年代後半 か ら は ク ロ

ル ベ ン ジ レ ー ト 剤， 1960 年代後半 か ら は ジ ネ プ， マ ン

ネ プ， マ ン ゼ プ等の ジ チ オ カ ーパメ ー ト 系剤が防除の主

力 と な っ た 。

本種 に お い て は， 佐賀 県 で 1964 年 ご ろ に ク ロ ルペ ン

ジ レ ー ト に 対 す る 顕 著 な 感 受 性 低 下， お よ び 岡 県 で

1970 年以降 に ジ ネ プ に 対す る 感受性低下傾向が認め ら

れた (関， 1979) が， い ずれ も 局地的な も の であ り ， 大

き な 問題 に な る こ と は な か っ た 。 し か し， 1980 年代後

半か ら 瀬戸内海沿岸の府県 を 中心 に 広 く ジ チ オ カ ーパメ

ー ト 系 剤 に よ る 防除効果不足が指摘 さ れ る よ う に な り

(萩 原， 1991 : 田 中， 1992 : 中 ・ 大 橋， 1994 : 楢 原，

1995 : 渠 ら ， 1997 : 溝部， 未発表) ， ジ チ オ カ ー パ メ ー

ト 系剤 に よ る 黒点病 と の 同時防除 と い う 慣行の 防除体系

が見直 し を 迫 ら れて い る 。

カ ン キ ツ を加害す る サ ピ ダニ類 は 日 本では ミ カ ン サ ピ

ダニ と 南西諸島 に 分布す る リ ュ ウ キ ュ ウ ミ カ ン サ ピ ダニ

(Phyllocoptmta citri SOLlMAN et ABOU-AwAD ; 上遠野，

1994) の 2 種があ る が， 後者で は薬剤抵抗性の発達 は知

ら れ て い な い。 な お， 世 界 的 に は citrus rust mite 

(Phylloco.ρtmta oleivora (ASHMEAD) ) の ほ う がむ し ろ 重

要 な害虫であ り ， フ ロ リ ダ州 な ど で ジ ネ プ， ク ロ ルペ ン

ジ レ ー ト ， ケ Jレ セ ン ( ジ コ ホ ル) に対す る 薬剤抵抗性が

確認 さ れて い る (MESSING and CROFT， 1996) 。 本種で も 飼

育法や薬剤感受性検定法 に つ い て様々 な工夫がな さ れて

お り ， 参考 ま で に 本稿で合わ せ て簡単 に 紹介す る 。

E 供試虫の準備

供試虫の入手 : 7�9 月 に 果 実 の サ ピ症状被害が見 ら
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れ る 圏場で果実 ご と 虫 を採集す る の が供試虫 を 最 も 入手

し や す く ， 十分 な 数の サ ピ ダニ寄生果が得 ら れた 場合 は

そ の ま ま 感受性検定がで き る 。 な お ， サ ピ症状の 進 ん だ

果実 は餌 と し て 不適で， す で に 虫がい な い こ と が多 い の

で， そ の周 辺の緑色 の果実 を 探索す る 。 虫 は果実の上部

に 集 ま り ， 虫が多発 し て い る 果実 は う っ す ら と 白 っ ぽい

ほ こ り を かぶ っ た よ う に 見 え る た め ， こ れ を 目 印 と し て

探索す る と よ い 。 葉で 6�7 月 に 採集す る 方法 も あ る が，

新薬で は多発時 に 褐色の ち り め ん状 の し わ を 生ず る が，

硬化 し た 葉 で は 多発 し て も 被害症状が出 な い の で， 探索

効率 は悪 い。

供試虫の飼育 : 関 (1979) は リ ー フ デ ィ ス ク 法で ミ カ

ン サ ピ ダニ を飼育 し た が， こ れ は大量飼育 に 適 さ な い 。

フ ロ リ ダで は レ モ ン果実 を湿 っ た 砂 に 半分埋め ， 本種 と

P. oleivora を 飼育 し ， 5 個体接種 し て 3�4 週 間 に 300

�400 個体 を 得 る 方 法， お よ び数種 カ ン キ ツ 類 の 4�6

葉期 の苗 に 両種 を 接種 し て 4�6 週間 に 大量 の 個体 を 得

る 方法が開発 さ れて い る (REED et al . ，  1964) 0 OMOTO et 

al. (1994) は P. oleivora の 19 個体群の ケ ル セ ン 抵抗性

を比較す る た め に ， 個体群同士の混在 を 避 げ る 大がか り

な飼育法 を 示 し た が， 基本的 に は REED et al. ( 1964) の

後者の方法 を踏襲 し て い る 。 な お， 日 本で も ユ ズ の 4 葉

期 苗 に ミ カ ン サ ピ ダ ニ を 10 個 体 接 種 し ， 36 日 後 に

6 ， 100 個体 を 得た例が あ り ， カ ラ タ チ 苗 も こ の 方法 に 適

す る こ と が明 ら か に さ れ た (溝部， 未発表) 。 ま た ， ウ

ン シ ュ ウ ミ カ ン の新葉 を 寒天ゲ ル上 に 置 く 方 法 に よ り ，

ミ カ ン サ ビ ダニ を 32 個体接種 し て 23 日 後 に 5 ， 870 個体

を得た 方法 も あ る (古橋 ・ 片 山， 未発表) 。 な お， 飼育

を行 う に 当 た っ て は ， サ ビ ダニ接種前 に葉や果実 を 水洗

し て 捕食性 ダニ類や サ ピ ダニ寄生性糸状菌 な ど の天敵 を

排除 し て お く こ と が不可欠 で あ る 。

皿 薬剤感受性検定法

1 溝部の殺成 虫試験法

①カ ラ タ チ葉片 を ミ カ ン サ ピ ダニ 寄生果上 に 6 時間置

い て サ ピ ダニ を 移動 さ せ (接種) ， 葉片 を 寒天 ゲ ル上 で

1 日 間置 く 。 ②実体顕微鏡下 で若虫 お よ び死亡虫 を 除去

し た 後， 回転散布塔 に よ り 薬液 を 5 mg/cm2 散布す る 。

③ 1 日 後 に 実体顕微鏡下で成虫 を 生死の別 (静止虫 の う
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ち 針先でつ つ い て 反応す る も の は生存虫 と す る ) に計数

し， 死亡率 を 求 め る 。 こ の 方法 に よ り 1 1 薬剤 の感受性

が検討 さ れ， ピ リ ダベ ン， ケ ル セ ン， BPPS， ク ロ ル フ
ェ ナ ピ ル に 対 す る 感受性が高 い こ と が明 ら か に さ れ た

(溝部， 未発表) 。 な お ， こ の方法 は接種の 際 に虫 を傷っ

け な い の で， 無処理 区 の生存率が高 く な る 利点があ る 。

2 溝部の殺卵試験法

①カ ラ タ チ葉片 を ミ カ ン サ ビ ダニ寄生果上 に 6 時間置

い て サ ビ ダニ を 移動 さ せ (接種) ， 葉片 を 寒天 ゲ ル上 に

2 日 聞置い て産卵 さ せ る 。 ②実体顕微鏡下で成虫， 若虫

お よ び死亡虫 を 除去 し た 後， 回転散布塔 に よ り 薬液 を 5

mg/cm2 散布す る 。 ③ 6 日 後 に 実体顕微鏡下で未ふ化卵

と ふ化虫 を計数 し ， 卵の死亡率 を 求 め る 。 こ の 方法に よ

り 3 薬剤の感受性が検討 さ れ， マ ン ゼ プ， マ ン ネ プ， ケ

ルセ ン の い ずれ に対 し て も 感受性 は低い こ と が明 ら か に

さ れた (溝部， 未発表) 。

3 渠 ら の殺成 虫試験法

① ミ カ ン サ ビ ダニ の 寄生果 を 薬液 に 1 分間浸潰す る 。

② 1 日 後 に 実体顕微鏡下で 1 果 当 た り 約 50 個体の成虫

を生死の別 (静止虫 の う ち 針先でつ つ い て 反応す る も の

は生存虫 と す る ) に 計数 し ， 死亡率 を求 め る 。 こ の 方法

に よ り 40 薬 剤 の 感 受性が検討 さ れ， ピ リ ダベ ン 等 の 6

薬剤 に対す る 感受性が極 め て 高 い (死亡率 100%) こ と

が明 ら か に さ れた (渠 ら ， 1997) 。 こ の 方法 は 処理前の

死亡成虫 を計数せず， ま た 成虫 と 若虫の死亡虫が見分 け

に く い場合があ る た め ， 溝部の方法 に比べて精度が落ち

る が， 多数の薬剤 を 試験す る 場合 に 時間がかか ら な い利

点があ る 。

4 渠 ら の殺卵試験法

① ミ カ ン サ ビ ダニ の 寄生果 を 薬液 に 1 分間浸潰す る 。

②風乾後， 果実 か ら l . 0 x l . 0  x 0 . 5  cm の 果皮 片 を 切 り

出 し て 成 虫 お よ び若 虫 を 除去 し ， 直 径 9 cm， 高 さ l . 5

cm の ふ た 付 き プ ラ ス チ ッ ク シ ャ ー レ 内 に 滅 菌 水 3 m l

と と も に 入れた 漉紙上 に 置 く 。 ③ 6 日 後 に 実体顕微鏡下

で未ふ化卵 と ふ化虫 を計数 し ， 卵の死亡率 を求 め る 。 こ

の 方法 に よ り 40 薬剤の感受性が検討 さ れ， ピ リ ダベ ン

に対す る 感受性が高 い (死亡率 > 90% ) こ と が明 ら か に
さ れた (渠 ら ， 1997) 。

5 問 中 の簡便法 I

① ミ カ ン サ ビ ダニ の 寄生果 を 薬 液 に 10 秒間浸潰 す る

(1 薬剤 に対 し て 5 果程度) 。 ② 2�3 日 後 に 20 倍 の 実体

顕微鏡下 (慣れれば高倍率の ル ー ペで も 可) で 1 視野中

( ま た は 1 果 当 た り 25�50 個体) の 虫 (半透明 で ご く 小

さ な第 l 若虫 を 除 い た 成虫 と 第 2 若虫) を 活動虫 と 静止

虫 (萎縮 し た 死亡虫 を 含 む ) の 別 に 計数す る 。 ③活動虫

を生存虫， 静止虫 を死亡虫 と し て 生存率 を 求 め る 。 結果

は表ー1 に 示 し た ( 田 中， 1992， 一部未発表) 。 マ ン ゼ プ

に対す る 感受性が羽曳野市で は 高 い の に 対 し ， 和泉市で

は低 い こ と が よ く わ か る 。 こ の 方法は針先でっ つ け ば反

応す る 静止虫 も 死亡虫 に 含 め る た め， 見掛 け の生存率が

低 く な る が， 補正死亡率 ま た は生存率の対無処理比 を 算

出 す れ ば問題 は な い。 精度 は 高 く な い が極 め て 簡便で，

表 - 1 田 中 の儒便法 I に よ る 感受性検定試験結果

第 1 試験 (羽曳野市， 大阪府立農林技術セ ン タ ー 内園場， 1991 年 9 月 15 臼 処理， 2 日 後調査)

薬剤j名 (希釈倍数)

マ ン ゼ プ水和剤 0 ， 000)

無処理

活動虫数 一一一一静止虫数一一一一 生存率
調査虫数

動 1 * 静 い 静 11 * 静 1II 吻 合計 ( %) 

50 。 。 49 50 。
50 2 1  15  1 2  2 29 42 . 0  

第 2 試験 (和泉市， 農家園場， 1991 年 9 月 21 日 処理， 3 日 後調査)

薬剤名 (希釈倍数) 調査虫数 活動虫数 静止虫数 生存率 (%) 同対無処理比

マ ン ゼ プ水和剤 (1 ， 000) 156 38 118  24 . 4  54 . 3  

ピ リ ダベ ン水和剤 (2 ， 000) 43 。 43 。 。
無処理 78 35 43 44 . 9  100 

第 3 試験 (和泉市， 農家画場， 1992 年 8 月 13 日 処理， 2 日 後調査)

薬剤j名 (希釈倍数) 調査虫数 活動虫数 静止虫数 生存率 (%) 同対無処理比

マ ン ゼ プ水和剤 (1 ， 000) 260 48 212 18 . 5  35 . 8 

ピ リ ダベ ン水和剤 (2 ， 000) 207 。 207 。 。
マ シ ン油 97%乳剤 (200) 90 。 90 。 。
無処理 240 124 116 51 . 7 100 

田 中 ( 1992) ， 第 3 試験の み未発表.

同対無 補正死亡率
処理比 (%) * *  

。 100 

100 。

補正死亡率(%) * *

45 . 7  
100 

。

補正死亡率 (%) * *

64 . 2  
100 
100 

。

・ : 動 活発に動 く ， 静 針先でっ つ け ば動 く ， 静 11 : 針先でっ つ い て も 動か な い， 静 1II : 萎縮 し て体色変化
(動 1 ， 静 1 ， 静 11 を 生存虫， 静 1II を死亡虫 と し て 生存率 を計算す る の も 可→無処理区の 生存率 = 96 . 0%)

* *  . 補正死亡率 (Abbot， %) = 100 x (X - Y) j X，  X : 無処理区の生存率 (%) ， Y : 処理区 の 生存率 (%) .
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田 中 の簡便法 II に よ る 感受性検定試験結果 (岸和田市， 農家園場， 1995 年 9 月 7 日 処理)表 - 2
サ ビ ダ ニ 発生程度別果数 (9/12)

o II III N 計 指数・
サ ピ ダニ発生程度別果数 (9/07)

o II III N 計 指数申
薬剤名 (希釈倍数)

ク ロ ル ブ ェ ナ ピ ル水和剤 (4 . 000)
マ ン ゼ プ水和剤 (1 . 000)
ピ リ ダベ ン水和剤 (2 . 000)
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無処理
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回 中 (未発表l .
・ : 指数= ( 1 の果数 + 2 X II の果数十 3 X IlI の果数 十 4 X N の果数) /合計果数.

ン グ さ れた (REED et al . .  1967) 。

8 OAIOTO et al. の方法 ( P. oleivorα) 

①予備 的 に葉片浸漬法 と 薬液噴霧法 を比較 し ， 葉片浸

潰法 を採用 し た 。 ②浸漬処理 の 前 に 葉 を 水洗 し ， ほ こ り

や病原菌 を 除去す る 。 ③葉片 を 薬液 に 5 秒間浸潰 し ， 湿

ら せ た カ ッ ト 綿上 に 置 く 。 ④タ ン ク‘ル フ ッ ト で葉商 に 直

径 1 cm の 円 形 の 虫 の 運動場 を 作 る 。 ⑤ ヒ ト の 臆毛 を 用

い て 成虫 を 各 25 個体， 運動場 に 接種 す る 。 ⑥ 1 日 後 に

虫 の生死 を判別す る (捷毛で刺激 を 与 え て 反応 し な い虫

を死亡虫 と す る ) 。 こ の 方法 に よ り 19 個体群の ケ ノレ セ ン

感受性が比較 さ れた (OMOTO et al . ，  1994) 。

こ れ ら の 方 法 を 比較す る と ， 現時点 で は溝部 の 方法が

精度や労力 等の点か ら 総合的 に 見 て 最 も 優れ て い る と 思

わ れ る が， さ ら に 改良の余地 は あ る 。

未発表資料の紹介 を快 く 承諾 さ れた 山 口 県経営普及課

溝部信二氏 (資料 : 平成 7 年度常緑果樹試験研究成績概

要集虫害編， 農水省果樹試) ， 静岡県果樹試験場古橋嘉

一氏 お よ び静岡 県病害虫防除所片 山晴喜氏 (資料 : 平成

3 年度 同上) に 対 し ， 深謝の意を表す る 。
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農業改良普及員 や農協営農指導員が気軽 に使 え る のが利

点であ る 。

6 田 中 の簡便法 H

① ミ カ ン サ ピ ダニ の多発圃場でサ ビ ダニ寄生果 を数字

付赤 リ ボ ン でマ ー ク し ， ルーべ に よ り 果実上部の可視範

囲の虫数 (死亡虫 な ど， 異常 な 外見 を持つ も の を 除 く )

を 0 ， 1 ( l � 9 個 体 ) ， II ( 1 0 � 9 9 個 体 ) ， III 
( 100�999 個体) ， IV ( 1 . 000 個体以上) の 5 段階で記録

す る 。 ②サ ビ ダニ寄生果 に 肩掛式散布器で薬剤 を散布す

る (ハ ン ド ス プ レ ー で の散布， あ る い は イ ン ス タ ン ト コ

ー ヒ ー の ふ た 付 き 空 き 瓶 に 薬液 を入れて持ち 運び， ブ ド

ウ の ジベ レ リ ン処理の要領で果実 を 薬液 に 浸潰す る の も

可) 。 ③処理 5�7 日 後 に ， マ ー ク し た 果実で虫数を再度

記録す る 。 結果 は 表ー2 に 示 し た ( 田 中， 未発表) 。 岸和

田市で も マ ン ゼ プ に対す る 感受性が低 く ， ク ロ ル フ ェ ナ

ピ ル お よ び ピ リ ダベ ン に対す る 感受性が高 い こ と がわ か

る 。 こ の 方法 も や は り 精度 は 高 く な い が， 虫の生死が確

実 に判別で き ， 現場での実際の 防除効果 に近似的で， 酸

化 プ エ ン ブ タ ス ズ の よ う な遅効性の薬剤 に も 適用 で き る

利点があ る 。 ま た ， 簡便法 I と 同様， 普及員や営農指導
員 が現場で気軽 に 使 え る 。

7 REED et al. の方法 ( ミ カ ン サ ビ ダ ニ お よ び P.

oleivora) 

① REED et al. ( 1964) の 方法でサ ビ ダニ未寄生の 4�6

葉期 の 苗 を 得， 300�350 cc の ジ ュ ー ス 缶 に 定植す る 。

②硬化 し た 葉 l 枚 を 残 し て 葉 を 10% ア ル コ ー ル で洗浄

し， 溶か し た ラ ノ リ ン で葉柄の 周 囲 に 円形の虫 の運動場

を作 る 。 ③別途飼育 し た サ ビ ダニ の多数寄生 し た 葉 を小

さ く 切 り 取 り ， 上記の運動場 に 接種 す る (2�3 時 間 で

50�150 個体が移動) 。 ④ 1 日 後， ジ ュ ー ス 缶 を 逆 さ に

し て (土が薬液 に混 じ ら な い工夫 を し て い る ) 薬液 に浸

潰す る 。 ⑤虫 の生死が確実 に判別で き る 3 日 後 に死亡率

を 求 め る 。 こ の 方法 に よ り 63 種類の薬剤がス ク リ ー ニ


